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データ活用委員会の活動整理と今後の方向性
2026年4月14日（火）ﾃﾞｰﾀ活用委員会2025年度最終会10:00-12:00

6/10（事例班）第１回ﾄｯﾊﾟﾝ川端新伍【現場を良く知るｴﾝｼﾞﾆｱがAI活用暗黙知の伝承に挑戦】
7/8（事例班）第２回相模原市平本健悟【幅広い施策に裏打ちされたﾛﾎﾞｯﾄ先進地域への道】
8/26（事例班）第３回三明機工／ＳＩｅｒ協会_久保田和雄【ニッポンの先進ＳＩｅｒへの道】
9/16（事例班）第４回_SMC高須大輔_協働ロボット導入_【多品種少量生産自動化の取組】
10/7（生成AI班）第５回 福知山公立大学西田西田豊明副学長_【生成AIと歩んだDXの１年】
11/18（事例班）戸田建設黒瀬義機【ロボットフレンドリービルディングデザイン】
12/16（生成AI班）原原田研介田【中間表現を用いた生成AIによるロボット運動制御】

川村貞夫【事業化を目的とした生成AI利用の産業用ﾛﾎﾞｯﾄ運動制御_】
1/13 （事例班）北九州市森永康裕【北九州市のロボット産業振興について】
2/10（事例班）眞喜志治【沖縄高専における学びの高度化に向けて(ちょっとしたﾁｬﾚﾝｼﾞを添えて)】
3/17 （生成AI班）デジタルｻﾎﾟｰﾄ濱谷様・佐藤_AIエージェント_【ミッション駆動型ｿﾌﾞﾘﾝAI戦略

～43兆円資産を消滅させたClaude coworkのﾃﾞﾓﾝｽﾄﾚｰｼｮﾝと
現場ﾃﾞｰﾀと現場ﾜｰｸ統合型日本式Light-Blue-Color-Billionare輩出～】

4/14予定（生成AI班）佐藤知正【これまでの活動総括と日本の強みを活かすﾌｨｼﾞｶﾙAI戦略】

【ﾃﾞｰﾀ活用委員会のねらい】ﾃﾞｰﾀを活用することによる産業における付加価値創出“を念頭に、生成AI/AIｴｰｼﾞｪ
ﾝﾄにおけるﾃﾞｰﾀ活用法を追求する。具体的には、自動化・ﾛﾎﾞｯﾄ化を推進し、省力化や生産性向上を可能にする
ﾃﾞｰﾀ収集法（事例班）やデータ活用・運用法（生成AI班）を明らかにする。本年年度実施委員会を下記に示す。

委員⾧ 佐藤知正
副委員⾧ 谷川民生
事務局 西垣戸貴臣

【概要】これまで３年間の委員会活動を整理し、議論することで今後の活動の方向付けを行う。
これまでの活動を、 1)ﾊﾞﾘｭｰﾁｪｰﾝ・ｴｺｼｽﾃﾑのありかた、2)生成AIやAIｴｰｼﾞｪﾝﾄによるｻﾌﾟﾗｲ
側およびデマンド側（自動化・ﾛﾎﾞｯﾄﾕｰｻﾞ側支援、3)ｿﾌﾞﾘﾝ戦略によるｺﾝﾃﾝﾂ産業としての確立
と海外展開にわけて整理する。そのうえで、今後の本委員会の方向性を、参加者で議論する。

本回
引用



データ活用委員会の活動整理と今後の方向性
【これまでの活動整理】
・1)ﾊﾞﾘｭｰﾁｪｰﾝ・ｴｺｼｽﾃﾑのありかた：
：自動化・ﾎﾞｯﾄ化のe-ﾓｰﾙ

・2)生成AI/AIｴｰｼﾞｪﾝﾄによるｻﾌﾟﾗｲ側および
デマンド側（自動化・ﾛﾎﾞｯﾄﾕｰｻﾞ側）支援）

：膨大柔軟知識集積+高度検索ﾂｰﾙ、SIﾂｰﾙ、ﾐｯｼｮﾝ全体最適支援ﾂｰﾙ
・3)ソブリンAI戦略と産業コンテンツ海外輸出
：日本式現場ｺﾝﾃﾝﾂ産業と世界ﾋﾞｼﾞﾈｽ

【これからの方向性（議論）】
・Step1)自動化ﾛﾎﾞｯﾄ化eモールのありかた
Step2)ｿﾌﾞﾘﾝ生成AI/AIｴｰｼﾞｪﾝﾄの活用（データ大国日本の活かし方）

Step3) 産業ｺﾝﾃﾝﾂの創出・国内展開・海外展開



データ活用委員会の活動整理と今後の方向性
【これまでの活動整理】
・1)ﾊﾞﾘｭｰﾁｪｰﾝ・ｴｺｼｽﾃﾑのありかた：
：自動化・ﾎﾞｯﾄ化のe-ﾓｰﾙ

・2)生成AI/AIｴｰｼﾞｪﾝﾄによるｻﾌﾟﾗｲ側および
デマンド側（自動化・ﾛﾎﾞｯﾄﾕｰｻﾞ側）支援）

：膨大柔軟知識集積+高度検索ﾂｰﾙ、SIﾂｰﾙ、ﾐｯｼｮﾝ全体最適支援ﾂｰﾙ
・3)ソブリンAI戦略と産業コンテンツ海外輸出
：日本式現場ｺﾝﾃﾝﾂ産業と世界ﾋﾞｼﾞﾈｽ

【これからの方向性（議論）】
・Step1)自動化ﾛﾎﾞｯﾄ化eモールのありかた
Step2)ｿﾌﾞﾘﾝ生成AI/AIｴｰｼﾞｪﾝﾄの活用（データ大国日本の活かし方）

Step3) 産業ｺﾝﾃﾝﾂの創出・国内展開・海外展開



ソルションものづくり=One-Off Manufacturing＆Commerce

これからのものづくり
●自動車：交通手段、物流手段として、これからも主役

EVを含め様々な途に向け車が、幅広く求められ続ける。
  ※自動車のような大量生産品でも、同じ自動車は数台。
●BtoBシステム：製造事業者に適した単品システムづくり（SIer）

専用機械やﾛﾎﾞｯﾄを用いた生産ｼｽﾃﾑが多様に求められている。
  ※顧客の求めに適合した個別システム。
●BtoC製品：ﾕｰｻﾞｰが求めている多様な製品がECで買える

きめこまかな汎用品や、個性的な特徴のものづくり
●試作品：個別の試作品づくり
  ※消費者に徹底的に寄り添った個性的な製品。
●部品：上記を可能とするキー部品も重要。

（Only Oneの）差別化部品
  ※ほかにない機能を有する部品。



製造：One-Off Manufacturingを可能にするもの
（自動車の例）

・多様なﾓｼﾞｭｰﾙ（部品）の製造
・それらの組み合わせ技術（ｼｽﾃﾑｲﾝﾃｸﾞﾚｰｼｮﾝ(SI）技術）

販売：One-Off Commerce（ECの例）を可能にするもの
・多様な商材の発掘
・潜在市場の発掘、販売する仕組み

買う人 繋ぐ人 作る人
商材

販売の仕組み

商品

これからのものづくりを可能にするもの
＝Solution One-Off Manufacturing＆Commerce

ソルーション個別生産・販売を可能にするもの



自動化・ﾛﾎﾞｯﾄ化未開拓領域の掘り起こしと
そのための市場仕組み

デジタル・ロボットシステム技術基盤構築事業公募説明会資料から
更新

ﾛﾎﾞｯﾄのEC

ﾛﾎﾞｯﾄの未開拓市場への拡大 潜在ﾕｰｻﾞの掘り起こし
地域おこしﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ（RINGﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ）

→ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀ
【ｵﾘｴﾝﾀﾙﾓｰﾀ、SMC,アマダ】

自動化ロボット化のEC構築
ﾏｰｹｯﾄﾌﾟﾚｰｽﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

→MallとShop/商材
【ﾓｰｼｮﾝ事業ｴｺｼｽﾃﾑとそのECのしくみ】



製造：One-Off Manufacturing（ﾓｼﾞｭｰﾙ＋ｼｽﾃﾑｲﾝﾃｸﾞﾚｰｼｮﾝ
●ソフトウエア開発環境（ROS）
●ソフトウエアの検証

販売：One-Off Commerce（Long TailとMarket Place(市場)）
●Market Place（Mall、販売の仕組み）
●Long Tail市場開拓・販売（Shop）

これからのものづくりを可能にするもの
＝Solution One-Off Manufacturing＆Commerce

ｿﾙｰｼｮﾝOne-Off生産・販売を可能にするもの(ﾛﾎﾞｯﾄ政策室)

使う人
（ﾕｰｻﾞ） 繋ぐ人 作る人

商材

販売の仕組み

サービス

市場（潜在ﾕｰｻﾞ
の掘り起こ

Mall と Shop

支える人

開発環境・検証
ハード、ソフト、ワーク

ウエア



デジタル・ロボットシステム技術基盤構築事業
ﾛﾎﾞﾃｨｸｽ分野におけるｿﾌﾄｳｴｱ開発基盤構築事業

が成功する重要ポイント

ﾛﾎﾞｯﾄﾓｼﾞｭｰﾙ（＝ﾛﾎﾞｯﾄを働かせるための商材）
【ハードウエア】ロボット、パーツ（ ☚デジロボプロジェクト）
【ソフトウエア】ソフト、アプリ（ ☚ e3-１ロボプラプロジェクト）
【ワークウエア】コンサル、人材育成

ロボットソフトウェア流通基盤（e3-2） （e3-3）
（＝ロボットモジュールのマーケットプレース）

全体＝モール ☚ロボット分野のアマゾン
個店＝ショップ ☚潜在ユーザを掘り起こし、

ロボットを働かせる事業者

全体＝モール

個店２＝

ショップ
個店N＝
ショップ

個店１＝
ショップ

ﾛﾎﾞｯﾄを働かせるための商材

ロボプラプロジェクト

デジロボプロジェクト

➁
①



委員会活動：
バリューチェーン・エコシステムの構築例１



ｵﾘｴﾝﾀﾙﾓｰﾀ殿（2023年12月）



モータは自動化・ロボット化の源流

ｽﾏｰﾄﾌｧｸﾄﾘ

人
の
指
示

生
成
AI

工場での作業

使いこなし

御社：ｱｸﾁｭｴｰﾀとその使いこなしに実績
多数の自由度 そのロボット化

多数の自由度 その自動化、省力化

御社：使いこなし改善に実績、そして宣伝できる

モーター
会社から

ﾓｰｼｮﾝ
会社へ



ﾛﾎﾞｯﾄｺﾝﾄﾛｰﾗﾕﾆｯﾄMRCUが「2025年”超”ﾓﾉづくり
部品大賞」 機械 ・ロボット部品賞を受賞しました！

機械 ・ロボット部品賞

ロボットコントローラユニットMRCUは、垂直多関節
や水平多関節をはじめとするさまざまな構造の産
業用ロボットを制御できる小型・軽量のロボットコ
ントローラユニットです。最大8軸構成、69種類の
ロボットタイプの制御が可能です。加速するロボッ
トによる生産ラインの自働化ニーズに応え、ロボッ
トとして完成されたOVRシリーズおよびお客様が
自由に設計したロボットの制御を簡単に実現でき
るよう設計・商品化しました。用途に合わせた
“ちょうどいい自働化”の実現に貢献します

自由度構成
を指定

軌道ﾀｲﾌﾟを指定

シミュレータで
動作を確認



ｵﾘｴﾝﾀﾙﾓｰﾀ殿における自動化、改善のﾉｳﾊｳ（宣伝OK）

多品種変量生産ラインへの要求事項

ギアヘッドの組み立てライン

機械＋人の複合ライン（連結自働化ﾗ
ｲﾝ）
•生産ラインの一部を自働で生産し、

人が得意な工程は、人が担当
●作業に向いた自作ロボット

人が中心のライン
・生産ロットが小さい
・機械での扱いが難しい

（リード線などの柔軟物など）
●作業ミスが起きない道具箱

２万という品種の製品群を最小ロット１台という少量にも
対応しつつ、すべての商品を５日以内 に出荷する

銘板貼付

ネジ締め

音
検
査

シ リ コ ン 塗 布

外 観 検 査 完 成 品



展示会（ 2025年12月）
オリエンタルモーター主催イベント
「MOTION MIRAI PARK」

"モーター"メーカーから"モーションシステム"メーカーへと進化す
るオリエンタルモーター株式会社の最新製品や、協業パートナー
とのコラボレーションによるソリューションが一堂に会します。

Copilot生成イージ図



製造業の自動化・ﾛﾎﾞｯﾄ化に関わる国内エコシステム

ソフトウエア

電動ｱｸﾁｭｴｰﾀ事業者、減速機事業者、機構事業者

道具製造提供事業者、機械製造提要事業者、装置製造提供事業者

基本要素ｿﾌﾄｳｴｱ、ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝｿﾌﾄｳｪｱ、重要データ

ﾗｲﾝ構築運用保守事業者、工場構築運用保守事業者

システム導入コンサル
改善コンサル事業者/自動化コンサル事業者/
人材育成事業者
システム構築活動/改善活動/運用活動/保守活動にかかわる
形態：スポットワーク、派遣ワーク、リモートワークの事業者

ワークウエア

部品

機器

ハードウエア

コンサル

活動・活動支援



委員会活動：
バリューチェーン・エコシステムの構築例２



SMC殿（2025年9月）



ﾛﾎﾞｯﾄ化DIYの手段



潜在ﾕｰｻﾞの掘り起こし



ｱﾏﾀﾞ殿の活動



高付加価値ものづくり関連商材充実と拡販そして輸出
～Long Tail市場,改善SolutionやInnovation活動を活かして～

<ご提案＝お願い>
ものづくりの LongTail市場を
高付加価値ものづくり商材で
生成AI活用全員参加改善活動により
ﾄﾗﾝﾌﾟ関税をﾊﾞﾈに世界輸出。

ｱﾏﾀﾞは、 “ものづくりのｿﾘｭｰｼｮﾝや付加価値化”に関して、製造業の大企業
から中堅・中小企業へのLong Tail市場、そして海外展開までの実績をお持ち
である。これらのご経験とご知見を“高付加価値化ものづくり商材”として刈り
取り拡販いただき、さらに海外との共創展開を加速して欲しい！

期待
大企業から中堅中小企業にわたるものづくり市場掘り起こし
ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝをはじめものづくり企業への改善活動の宣伝・普及
Innovation やSolution Center を通じた高付加価値活動
高度ものづくり商材開拓とその国内ショップ構築・運営
日本式ものづくり輸出の世界牽引企業

<貴社>
市場：中核～Long Tail 市場に向け
市場： Innovation・Soluiton商材を
ﾒﾝﾊﾞ：全社の改善活動で開拓され
海外：それを全世界へ向け輸出。



データ活用委員会の活動整理と今後の方向性
【これまでの活動整理】
・1)ﾊﾞﾘｭｰﾁｪｰﾝ・ｴｺｼｽﾃﾑのありかた：
：自動化・ﾎﾞｯﾄ化のe-ﾓｰﾙ

・2)生成AI/AIｴｰｼﾞｪﾝﾄによるｻﾌﾟﾗｲ側および
デマンド側（自動化・ﾛﾎﾞｯﾄﾕｰｻﾞ側）支援）

：膨大柔軟知識集積+高度検索ﾂｰﾙ、SIﾂｰﾙ、ﾐｯｼｮﾝ全体最適支援ﾂｰﾙ
・3)ソブリンAI戦略と産業コンテンツ海外輸出
：日本式現場ｺﾝﾃﾝﾂ産業と世界ﾋﾞｼﾞﾈｽ

【これからの方向性（議論）】
・Step1)自動化ﾛﾎﾞｯﾄ化eモールのありかた
Step2)ｿﾌﾞﾘﾝ生成AI/AIｴｰｼﾞｪﾝﾄの活用（データ大国日本の活かし方）

Step3) 産業ｺﾝﾃﾝﾂの創出・国内展開・海外展開



日本をﾛﾎﾞｯﾄ大国にした産業ロボットの社会実装活動

I)実験室段階

II)社会実験段階

III)商品化段階

IV)産業化段階

海外の産ﾛﾎﾞ
技術導入

内製化 長期耐久試験 安全基準づくり

ﾕｰｻﾞ工場ﾗｲﾝ
ｻｲﾄﾞ試験 改良機試作

作業能力、信頼性、
安全性などの改善 現場の拒否反応小

(手先はうらない)
ﾛﾎﾞｯﾄ本体を商品に

溶接、塗装、組み立て
のロボット商品、製作

ユーザ現場の熱意
単調/過酷環境用途
課題解決型営業

ﾕｰｻﾞ社内認証
知財出願奨励

賃金上昇への対応
産業用ロボット産業

自動車産業へ直販
日本ﾛﾎﾞｯﾄ工業会設立

(’72 )
代理店会を組織
汎用品量販は困難

通産省補助（組立）
ﾛﾎﾞｯﾄ学会設立（’83）

社会実験企画 社会実験 社会実験評価/改良

製品企画
/ビジネスモデル

量販企画/産業ﾓﾃﾞﾙ 量産化/業界づくり

社会受容性
/ＥＬＳＩ

宣伝/認証/知財商品開発/試作

産業政策/
法制度改革

生産/ﾏｰｹｯﾃｨﾝｸﾞ

研究企画 実験機試作 性能評価/改良 技術発表/安全

技
術
づ
く
り

社
会
づ
く
り

Plan Do Check Act

あくなき改善の集積・すりあわせ活動

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

産業かい/産
業/ｴｺｼｽﾃﾑ

23

グランド
デザイン

ビジネス
モデル

システ
ム統合

技術
開発

社会
実験

市場
開拓

啓発･
教育

研 究

社会シス
テム改革

石黒周氏スライド修正

Aという“うれしいこと（アウト
カムのうれしさ、ニーヅの深
さ）”の実現を念頭に、Bとい
う“新しいこと（提案（シーズ
の新規性・独創性））”を試
みる。具体的にはCという
“強力な手段（ミーンズの
フィージビリティ）”を講じる。

参考 事業化のコアセ
ンテンス）上記技術を
ベースに商品（α）を、
顧客（β）に、販売法
（γ）という形で買ってい
ただき、業界（δ）を通じ
た活動を通じて、ロボッ
ト産業（ζ）を育てる。

薗田 顕和氏情報

なぜ、日本は
ロボット大国に
なれたのか？

改善力



産業ロボットとサービスロボットでの
ロボット社会実装ｱﾌﾟﾛｰﾁの違い

ユーザー

産業ロボット導入のアプローチ
（自動車/電機大企業主導）

ユーザー

サービスロボット導入のアプローチ
（ﾕｰｻﾞｰ、SIer、ﾛﾎﾞｯﾄﾒｰｶ-の共創）

SIer ロボット
メーカー

現場/ﾌﾟﾛｾｽ

ﾛﾎﾞｯﾄ

資金
ﾛﾎﾞｯﾄ

ｼｽﾃﾑ

投資

資金
ﾛﾎﾞｯﾄ

ｼｽﾃﾑ

ロボットメーカー

指導型 から 歩み寄り型 へ

1980年以降 2018年以降
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日
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へ

ロ
ボ
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ト
社
会
実
装
大
国
日
本
へ

自動車・電機会社 物流・食品など



日本の強みの活用（3者の歩み寄り内容）

ユーザー

産業ロボット導入のアプローチ
（自動車/電機大企業主導）

ユーザー

サービスロボット導入のアプローチ
（ﾕｰｻﾞｰ、SIer、ﾛﾎﾞｯﾄﾒｰｶ-の共創）

SIer ロボット
メーカー

現場/ﾌﾟﾛｾｽ

ﾛﾎﾞｯﾄ

ﾛﾎﾞｯﾄｼｽﾃﾑ

投資

ロボットメーカー

指導型 から 歩み寄り型 へ
2018年以降

産
業
ロ
ボ
ッ
ト
大
国
日
本
へ

ロ
ボ
ッ
ト
活
用
大
国
日
本
へ

お金もち
技術もち 改善風土

DIYﾛﾎﾞｯﾄ革新SI技術

ﾛﾎﾞｯﾄ
ｼｽﾃﾑ

1970年、80年台
小金もち
弱い生産技術

中小企業が
多い、不十
分なSI技術

ﾕｰｻﾞﾌﾚﾝﾄﾞﾘ
ﾛﾎﾞｯﾄに難



ユーザー

SIer ロボット
メーカー

改善風土

DIYﾛﾎﾞｯﾄ
ﾛﾎﾞｯﾄ
ｼｽﾃﾑ

革新SI技術

３者歩み寄りを可能にする生成AI（その１）

生成AIは、改善のよき伴侶である



板材のﾌﾟﾚｽ機への投入ﾛﾎﾞｯﾄの導入事例＠有川製作所

板材

板材のPick&Place→横移動

板材のプレス機への投入



2023 年度第8回ﾛﾎﾞﾌﾚ委員会講演内容（有川製作所）



2023 年度第2 回ロボフレ委員会講演内容



有川製作所ﾛﾎﾞｯﾄ導入事例と松本先生の
あくなき改善に関する知識の生成AI活用

～講演論文を入力後の応答～
有川製作所のプレス加工機への部品供給ロボットシステムの改善点
を５つづつ、そのプロセスごとに、改善IE（Industrial Engineering）手法
とともに示して。
各改善点における有効なIE手法を以下のようにまとめました。IE手法を活用す
ることで、ﾌﾟﾛｾｽの無駄を省き、効率的なﾛﾎﾞｯﾄｼｽﾃﾑの改善が実現できます。

【プロセス1: ワークの吸着（部品を取り出す）】
●重複検知センサーの導入 ←IE手法: Poka-Yoke（ポカヨケ）
誤操作や不具合を防止するために設計された仕組みを導入する。センサーに
よる自動検知はポカヨケの典型的な手法です。

素人向け改善教育、従業員による改善の糸口



プロセスごとに適切：教材には最適

松本先生の改善とIE手法に関するQ&A～講演論文入力後応答～
有川製作所のプレス加工機への部品供給ロボットシステムの改善点を、そ
のプロセスに即して、プロセスごとに、改善IE手法とともに示して下さい。
【プロセス1: ワークの吸着（部品を取り出す）】
●軽量素材の吸着パッド利用  ← IE手法: 材料フロー分析
使用される素材やコンポーネントを詳細に分析し、最適な材料を選定する。材料の選択
は、長期的な運用コストとシステム効率に大きく影響します。

●油分除去機構の追加  ← IE手法: ﾌｨｯｼｭﾎﾞｰﾝﾀﾞｲｱｸﾞﾗﾑ（特性要因図）
ワークの吸着が不安定な要因を分解し、油分の影響を特定する。要因分析を通して除去
のためのプロセスを明確化します。

●吸着圧力の自動調整  ← IE手法: 動作研究（モーションスタディ）
吸着圧力を自動で調整する動作を分析し、最適な動作条件を定め、無駄を省く。

●AIによる吸着位置最適化  ← IE手法: シミュレーション分析
AIを利用した吸着位置の最適化をシミュレーションにより検証し、効率的な動作を実現し
ます。



ユーザー

SIer ロボット
メーカー

改善風土

DIYﾛﾎﾞｯﾄ
ﾛﾎﾞｯﾄ
ｼｽﾃﾑ

革新SI技術

３者歩み寄りを可能にする生成AI（その2）

生成AIは、SI(System Integration)ﾂｰﾙである



4

中間表現が可能にする汎用ﾛﾎﾞｯﾄ計画と
信頼性の高い作業実施の両立

セル生産におけるマニュアル

言語指示・逗子

工場における人の作業

LLM

ﾛﾎﾞｯﾄ動作とその連結構造という中間表現を仲介
とするLLMを利用したﾛﾎﾞｯﾄ作業動作生成手法

中間表現
上位：目標記述 下位：ロボット動作

DL

阪大：原田先生からのｽﾗｲﾄﾞを更新2025/9/13

汎用性の確保
（LLM）

信頼性の確保
（DL）

作業計画
●日本語簡単指示から
●YouTubeビデオから

高信頼作業の検索、更新
●実績ある作業ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ
●強化学習による高精度化●作業マニュアル

●作業ノウハウ の活用

作業動作の
グラフ結合の生成



産業に役立つ生成A具備ロボットシステム実現法（ｱｰｷﾃｸﾁｬ）

NN

NN

DB MB

NN特化タイプ

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞﾀｲﾌﾟ

ﾃﾞｰﾀ活用ﾀｲﾌﾟ
RB:Rule Base

DB: DataBase
MB: Model Base

長
期
的
視
点
で
実
現

近
い
将
来
に
実
現

下位層・川下：高精度講師成清ﾛﾎﾞｯﾄ動作

人を知る
基礎研究

役に立つ
実用研究

上位層・川上：汎用性

RB

中間表現で結合

多様な現場要求 高信頼作業実施

人をめざす生成A具備ロボットシステム実現法（ｱｰｷﾃｸﾁｬ）

学術研究として重要（文科省）

応用研究として重要（経産省）



知識の使い方
上位：新人でも、作業ノウハウ活用作業計画の概要が生成できるようになる

LLMのハルシネーションに対処可能になる
暗黙知の活用が可能になる

※ 何を中間表現に採用するのかが重要

上位AIは、選択した中間表現ﾆﾊﾟﾗﾒｰﾀ範囲を与える【汎用性に貢献】
上位のLLMの役割：中間表現活用の概要生成

下位：ﾛﾎﾞｯﾄ動作の高精度化、高信頼性化が思いのままに図れる
ﾛﾎﾞｯﾄ技能動作が明示的に改善可能になる

※下位ﾛﾎﾞｯﾄ動作の役割：中間表現に応じたﾉｳﾊｳを体現した高信頼
動作が可能になる【改善の成果や技能の活用が可能に】

全体：結果的に、有用なﾓｼﾞｭｰﾙを活用していることになり
所望の目的を達成するｼｽﾃﾑｲﾝﾃｸﾞﾚｰｼｮﾝが容易になる



ユーザー

SIer ロボット
メーカー

改善風土

DIYﾛﾎﾞｯﾄ
ﾛﾎﾞｯﾄ
ｼｽﾃﾑ

革新SI技術

３者歩み寄りを可能にする生成AI（その３）

家電のように使えるロボット

ロボットを買ってきたら、すぐに
ﾛﾎﾞｯﾄ化ﾗｲﾝが構築できて欲しい

ﾛﾎﾞｯﾄｺﾝﾃﾝﾂは、DIYﾛﾎﾞｯﾄを可能にする
生成AIは、ロボットコンテンツづくりﾂｰﾙである

ロボットフレンドリも
ユーザフレンドリも

ﾛﾎﾞｯﾄｺﾝﾃﾝﾂ



コンテンツ産業:
☚ 映画ｺﾝﾃﾝﾂ産業：役者による映像の流れを見る聞く（感動、省察）

しかけ：プロダクションスタジオ、映画館、配信業界

☚ ｹﾞｰﾑｺﾝﾃﾝﾂ産業:ｷｬﾗｸﾀｰやお宝によるPlay（自己成長、 自己効力感）
しかけ：ゲーム機、ゲームソフト、ゲームイベント

☚ ﾛﾎﾞｯﾄｺﾝﾃﾝﾂ産業:ﾛﾎﾞｯﾄ利用に関わる知識・技能の学習活用実行
（生産性向上、省力化、付加価値創出）

しかけ：自動化機器やﾛﾎﾞｯﾄ
        ﾛﾎﾞｯﾄ利用ﾉｳﾊｳ知識と技能に基づくPDCA改善
        ﾛﾎﾞｯﾄｼｽﾃﾑ構築ｺﾝﾃｽﾄやｲﾍﾞﾝﾄ

コンテンツとは？＝価値ある情報のつながり

ニンテンドー；スイッチ、ゲームソフト、ゲーム大会



日本のコンテンツ産業の位置

https://www.bing.com/search?q=%E6%97%A5%E6%9C%AC%E3%82%B3%E3%83%B3%E3%83%86%E3%83%B3%E3%83%84%E7%94%A3%E6%A5%AD%E3%81%AE%E6%B5%B7%
E5%A4%96%E5%B1%95%E9%96%8B&cvid=601ae659a9ab43e2871d3a9b54f73b55&gs_lcrp=EgRlZGdlKgYIABBFGDkyBggAEEUYOTIGCAEQABhAMgYIAhAAGEAyBgg
DEAAYQDIGCAQQABhAMgYIBRAAGEAyBggGEAAYQDIHCAcQ6wcYQNIBCTMxODA2ajBqMagCCLACAQ&FORM=EDGUC2&PC=LCTS&pq=%E6%97%A5%E6%9C
%AC%E3%81%AE%E3%82%B3%E3%83%B3%E3%83%86%E3%83%B3%E3%83%84%E7%94%A3%E6%A5%AD%E3%81%AEGDP%E3%81%AB%E5%8D%A0%E3%82%81%E3%82%8B%E5
%89%B2%E5%90%88&mturn=1

日本のコンテンツ産業は、アニメ、漫画、ゲーム、映画・映
像、音楽など多岐にわたり、世界的に高い評価を得ている。
•過去10年間で海外売上は約3倍に増加、2023年には約
5.8兆円に到達（経産省）。
•世界のコンテンツ市場規模は2022年で135.6兆円、日本は
約13.1兆円で3位。海外売上は鉄鋼・半導体産業の輸出額
に匹敵。
•政府は2033年までに日本発コンテンツ海外売上20兆円を
目標としており、既にその半分以上にあたる11兆円規模の
市場が存在（PwC調査）。



料理プレイゲーム
リアルな調理体験やレストラン経営を疑似体験として楽しめる料理プレイゲーム

プレイヤーは食材の準備から調理、盛り付けや接客まで、
料理に関わるあらゆる工程を疑似体験として楽しむことができます。

ゲームは、リアル志向とファンタジー志向の両タイプがあり、
好みに合わせて選ぶことができる。

料理ゲームは、スマホ、PC、ブラウザで気軽に楽しめるため、
通勤や隙間時間のエンタメはもちろん、協力プレイや
本格的な経営シミュレーションを求める方にも役立つ内容です。

ｹﾞｰﾑをﾌﾟﾚｲするとﾚｽﾄﾗﾝﾛﾎﾞｯﾄが働きだす＝DIRﾛﾎﾞｯﾄ



自働化ライン構築ソフト“ゲーム：工場⾧”
• 生産ラインの一部を自働で生産し、人が得意な工程は、人が担当
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査
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成
品 歯車

組付
ケース
組付

グリス
塗布

フランジ
組付

コンベヤ自働搬送自働組立工程

ギヤヘッド組立ラインの事例

官能検査を含む
検査工程を人が担当

日当たりの必要数：1,000台/日(8時間稼働）の場合
8時間＝480分＝28,800秒

１）効率100％で生産できると想定すると、28.8秒/台 で、1台生産する必要がある
28,800秒÷1,000台

２）段取り、材料補給などで、実際は、効率100％で生産は不可能なので生産ラインに合わせた効率を掛ける
ここでは、90％とする。
28.8秒/台ｘ0.9＝25.9秒/台 で生産することが必要

＜考え方（参考）＞
組立工程は、1工程で1台モノができる考え方を、ベースで設計することが多い（設備の特性）
前工程は（たとえば、洗浄などのようにまとめて処理するような工程）、10台を259秒で、完了する
ようにする
⇒加工工程の特性にあわせた設計をして、必要数を確保するための時間を導く

ギアﾓｰﾀを一日千個作る工場のラインを、
下記の指示やお宝を使って実現せよ構築せよ



製造における価値あるﾉｳﾊｳ情報の例（お宝）
【ハードウエア】●信頼性に優れたﾓｰﾀー
●治具・道具・設備：ある作業を忘れると次の作業ができないように治具や設備 を工夫する等
でうっかりミスを防止できる。
●ロボットの内製：ステッピグモータの特徴を活かし、内部のフィードバック制御で脱調現象を
回避できるＡＺシリーズ のモータによって電動化・自動化を容易化する。
【ソフトウエア】●ﾓｰｼｮﾝｺﾝﾄﾛｰﾗ
●改善や保守：無償でダウンロードできる専用のプログラミングソフトによって直感的なティー
チングや動作検証を実現し、保守の容易化によって、市販ロボットのよう にメーカに一旦返却
して復旧するまでラインを止めるといったことを不要にする。
【ワークウエア】
●作業順の工夫や商品設計変更ｺﾝｻﾙ：簡易な位置決め等で、自動化工程を増やせる。
●搬送のロボット化：加工は機械で工程間搬送は人で行っている現場が多いこ とに着目、内
製のロボットで人に代わって工程間搬送を実施、自動化可能にする。

電動化・自動化・ロボット化に関するﾉｳﾊｳ
価値ある製造情報＝コンテンツ



ｵﾘｴﾝﾀﾙﾓｰﾀ殿における自動化、改善のﾉｳﾊｳ（宣伝OK）

多品種変量生産ラインへの要求事項

ギアヘッドの組み立てライン

機械＋人の複合ライン（連結自働化ﾗ
ｲﾝ）
•生産ラインの一部を自働で生産し、

人が得意な工程は、人が担当
●作業に向いた自作ロボット

人が中心のライン
・生産ロットが小さい
・機械での扱いが難しい

（リード線などの柔軟物など）
●作業ミスが起きない道具箱

２万という品種の製品群を最小ロット１台という少量にも
対応しつつ、すべての商品を５日以内 に出荷する

銘板貼付

ネジ締め

音
検
査

シ リ コ ン 塗 布

外 観 検 査 完 成 品



製造業の自動化・ﾛﾎﾞｯﾄ化に関わる国内エコシステム
（お宝）

ソフトウエア

電動ｱｸﾁｭｴｰﾀ事業者、減速機事業者、機構事業者

道具製造提供事業者、機械製造提要事業者、装置製造提供事業者

基本要素ｿﾌﾄｳｴｱ、ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝｿﾌﾄｳｪｱ、重要データ

ﾗｲﾝ構築運用保守事業者、工場構築運用保守事業者

システム導入コンサル
改善コンサル事業者/自動化コンサル事業者/
人材育成事業者
システム構築活動/改善活動/運用活動/保守活動にかかわる
形態：スポットワーク、派遣ワーク、リモートワークの事業者

ワークウエア

部品

機器

ハードウエア

コンサル

活動・活動支援



このような 製造ノウハウが
製造コンテンツ産業をつくる



●レベル１（ロボットの
ジャンルに相当する）

Analyze(分析する)、
Assemble(組み立てる)、
Disassemble(分解する)、
Repair (修理する）、
Build（建てる）、
Machining（加工する)、
Measure (計測する）、
Operate (手術する）、
Produce (生産する）、
Sense (換知する)、
Test（試験する）

●レベル2（加工を加える
動作（工作機械が多く対応））
Punch(たたいて穴をあける）、
Drill(トリルで穴をあける）、
Saw (のこでひく）、
Cut (切る）、
Cut-out(切り抜く)、
Whet (研ぐ）、
Sharpen (とがらせる）、
Shave (剃る）、
Plane（かんなで削る）、
Whittle (ナイフで削る）
Polish (みがく）、
Grind (研磨する)、
Weld (溶接する)、
File(やすりをかける）、
Squeeze (押し潰す）、
Powder(粉にする）、
Scratch(ひっかく）、Drive-
nail(釘を打つ）、
Unnail(釘を抜く）、Dig (ほる）

●レベル3（集合体
（液や粉）を扱う動作）
Pour (注ぐ）、
Paint(塗る）、
Plaster(しっくいを塗る）、
Spray(散布する）、
Distribute(まく）、
Sift(ふるいにかける）、
Fill(充填する）、
Lubricate(油をさす)
Stuff (ねり物をつめる）、
Mix (まぜる）、Wipe (ふく）、
Gather (かき集める）、
Draw, Pump(汲む）、
Scoop (すくう）、
Laddle (柄杓ですくう)、
Clean (掃除する)、
Write（書く）
Bottle（瓶詰）
●レベル４（柔軟物を扱う
作業（両手作業に相当））
Wash(洗う)、
Squeeze(絞る)、
Wind (卷く）、
Tie (むすぶ）、
Wire(配線する）、
Spread (張る）、
Bend (曲げる）、
Fold(折る）、
Pile-up(積む）、
Wrap (つつむ)、
Sew (縫う）、
Knead (もむ）、
Tear-off (はがす）

●レベル５（結合状態
が変化する動作
（マニピュレーションサイ
エンスの対象））
Attach(取り付ける)、
Arrange(配列する）、
Combile(結合する）、
Deposit,Pile(積む)、
Etract(引き抜く)、
Fly(飛ばす）、
Hang(つるす）、
Insert(挿入する）、
Interconnect(結合する）、
Lean(たてかける）、
Lock(締める）、
Pack(つめる）、
Place(置く）、
Pull(引っ張る）、
Put-on(のせる）、
Rotate (回す）、
Screw(ねじ込む）、
Set(合わす）、
Separate(分離する）、
Transfer(運ぶ)、
Throw(投げる）、
Unscrew(ねじをぬく）、
Unlock(ゆるめる)、
Unpack(取り出す）

●レベル６（単なる動作
（サーボレベル））
Move(動かす)、
Incline(傾ける)、
Pull (引っ張る)、
Lift (持ち上げる)、
Turn(まわす)、
Twist (ねじる)、
Push (押す)、
Support(支える）、
Shake (振る）、
Vibrate（振動する）、
Swing (ゆらす）、
Impact(衝撃力を加える）、
Strike (打つ）、
Fit (あてる）、
Slide (すべらす）、
Grasp (にぎる)、
Pick (つまむ）、
Release (はなす）

高瀬 國克：マニピュレーション関連動詞の分類

リストアップさ
れた作業の
“ing形”が、
将来の大きな
ｺﾝﾃﾝﾂ産業に

ﾛﾎﾞｯﾄｺﾝﾃﾝﾂ産業のカバレッジ

産業ロボットの産業規
模は、赤丸の作業で、
現在１兆円。
最近、青丸の作業で、
物流三品分野が伸びつ
つある。



ユーザー

SIer ロボット
メーカー

改善風土

革新SI技術

日本の強みを活かせる生成AI/AIｴｰｼﾞｪﾝﾄ

生成AIは、SI(System Integration)の工学ﾂｰﾙ
AIｴｰｼﾞｪﾝﾄは、全体最適化の工学ﾂｰﾙ

現場知

現場知
日本の強み

改善

価値創出

ﾊｰﾄﾞｳｴｱ
商材 ｿﾌﾄｳｴｱ

ﾜｰｸｳｴｱ

日本式ﾛﾎﾞｯﾄ現場輸出

汎用作業SI

高信頼作業
ﾛﾎﾞｯﾄ

DIYﾛﾎﾞｯﾄ
ﾛﾎﾞｯﾄｺﾝﾃﾝﾂ

産業

ﾛﾎﾞｯﾄｺﾝﾃﾝﾂ



AIｴｰｼﾞｪﾝﾄの時代の到来



AIエージェント（2024年が元年）

従来のチャットAIやボット：質問に答える受動型
AIエージェント：能動的に複数ステップを実行

＝ミッションが遂行できる

与えられた目標に対して、自分で考え、判断し、必要なツールを
使いながらタスクを遂行する自律型AI

ここでこそ、人は本領を領発揮すべき
【AIｴｰｼﾞｪﾝﾄのこれからの目標】

●自主性●主体性●責任●自己効力●社会変革実現
●信頼●貢献 ●社会実装受容従来の生成AIに

欠如していた！



AIエージェントを雇用せよ。人ではなく！（2024年）

https://www.bing.com/images/search?view=detailV2&ccid=I8HxjsvR&id=9167C0BBFC26931134BCC1D78
F6AD583D0063AC6&thid=OIP.I8HxjsvRjwkqLkcvo0NOgQHaEo&mediaurl=https%3A%2F%2Fbusinesscloud.
co.uk%2Fwp-content%2Fuploads%2F2025%2F06%2FArtisan-AI-ad-in-Old-Street-

Station.jpg&q=Hire+Artisan+not+huma&ck=EC5E4C2DB7CA4CEC1E78B0D616F4271F&expw=800&exph=500
&form=rc2idp&ajaxhist=0&ajaxserp=0&selectedindex=2&vt=0&sim=11

2024年は、AIエージェント元年



米価格の予測支援のトピックスの概要



ｸﾗｳﾄﾞ上のクロードに教えてもらいながら、
実行はLocal LLM上で実施する

～お米販売事業支援例の概要～

構築システムの機能概要：
欧州宇宙機関（ESA）の人工衛星Sentinel-2が5日ごとに撮影する衛星画

像と、気象庁のAMeDAS気象データを組み合わせてAI解析を行い、農水省
の公式発表より2〜3ヶ月早く国内主要産地の水稲作柄を数値予測するシ
ステムを構築します。

米卸売業者の仕入れ交渉における情報優位の確立を主目的とします。

衛星写真データを活用した米の作況予測
（地域別米のブランド別に行う）

+卸売価格の予測システムを実現



お米販売事業支援例の手順１

＜ミッション＞ 今年の生育状況とコメ価格の予測がしたい。
          そのシステムの基本設計を含めて実現したい。

☚（クロードへの入力）パイソンで記述される“米の生産量予測とそれに基づい
た価格予測”を、クロードの支援をうけながら実現したい。

ただし条件は、・1)LocalLLMを使用する ・2)米生産量の過去ﾃﾞｰﾀは既有
・3)過去の気象ﾃﾞｰﾀと気象予測ﾃﾞｰﾀも既有

（クロードへからの出力）そのパイソンコードを作成してくれた

※この時点で、衛星データを使ったらという発注事業者の要請があったのと
ｸﾛｰﾄﾞｼｽﾃﾑの都合上、セッションを変更して、次の手続きを実行した



お米販売事業支援例の手順２クロード起動後、
☚衛星データをつかって米の育成状況を知りたい

無料オープンデータでつかえるものとしてｼﾞｬｸｻなど、いろいろ表示
その中でのおすすめがESAである

☚米の生育状況調査を、価格予測を目的として、実施したい
☚契約価格に反映したい

質問してきた）取引に活かす？（Y）、県域？（新潟県）、実装は？（ﾊﾟｲｿﾝ）
システム全体像示される。つまり、
衛星画像（GEE）の取得、気象データの取得、分析パイソンのﾊﾟｲﾌﾟﾗｲﾝ
予測タイミングの提案（8月15日以前だと有意となる）

衛星データなどを取得して 実行された
☚結果が数値ﾃﾞｰﾀで表示されたので、視覚的に見易い画像で

表示することを求めた
表示ウインドーを作成してくれたので、見やすくなった



お米販売事業支援例の手順３

※以上は、新潟県米の話
☚ほんとに新潟のﾃﾞｰﾀを使っていることを確認したいので、証拠写真を出して

回答してきた
☚過去の値動きと、衛星データを使って

生産量予測、卸価格を予測してね と指示
☚ NDVI値の解説もしてね

解説してくれた
回答してきた。

※その結果とシステムを事業者にみせた
先方は結果に、びっくりし、OKが出た＝完成した



お米販売事業支援例の手順４
※これは、卸売事業者用
※農家様にも横展開したいので

ﾄﾞﾛｰﾝによる画像からできないかと考えて
☚上記のミッションをクロードに与えた

無理と、回答してきた
というのは、ﾄﾞﾛｰﾝはRGB画像だから

☚県を増やした
☚かわりに DJIの専用機材、専用機能を

提案してきた【アプリへの追加提案
現在の実装（VARI等）はあくまで推定値ですが、もしAnthropic 
Claude APIを使ったAI分析を組み込めば、画像から植生状態を自然言
語で解釈させることも可能です。「推定値＋AI所見」の組み合わせで
実用性が上がります。追加しましょうか？】＋料金のめやす】

☚はい、やってと答えた



お米販売事業支援例の手順５

やってという入力に対しし、システムができあがった

※最後にドローンの写真には、盛り土の部分があったので、
☚それをマスクして分析せよと、指示した

分析パイソンコードをだして、分析した
※アンソロピックのAPIいれろ つくてくれた
※LocalのChatGPTでやっていることを知っている

※農家、地域の農協へも横展開できた



営業活動の全体支援例の次
※その可能性の順番 このﾂｰﾙ それをやろうとすること大事●

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ Ｌｉｍｉｔくる 4時間 ＭａｃＰ‘ｌｓｎでないと再現かかる
100$ パソコンにいれておけば、みんなつかう

※ミッション（課題）をやってくれる
1/20ﾏｯｸﾊﾞｰｼﾞｮﾝ 今のＭａｃ 途中でＷｉｎｄｏｅｓ版が出たので乗り換えた
※プロンプトの勉強はいらない
※営業が本業でも、プロンプト勉強すらいらない

ﾎﾜｲﾄｶﾗｰがへる ライセンス料がへる 成長がない ｾｰﾙｽﾌｫｰｽ
※Travel Planもできる
もと情報あり？ ｎo  自由に入れてねでよい 人間に方向性をAIが示す
※Caudeは学習できないが、ｱﾌﾟﾘが、次から次へと使える。
※最初のｱｲﾃﾞｱが重要



AIｴｰｼﾞｪﾝﾄによるエンジニアリングチェーンの支援
個別プロセスの支援でなく、全体支援＝全体最適化が可能に！

宣伝・社内外啓発・マッチング支援、ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝ支援

過去事例参照支援、ﾘｽｸｱｾｽﾒﾝﾄ支援

ﾌﾛﾝﾄﾛｰﾃﾞｨﾝｸﾞ支援

ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｯｸﾞﾁｪｰﾝ支援

改善支援

保守支援

設計やｸﾚｰﾑﾃﾞｰﾀ

仕様ﾃﾞｰﾀ

製造・検査ﾃﾞｰﾀ

運用や改善ﾃﾞｰﾀ

ﾒﾝﾃﾃﾞｰﾀ

HP
ﾃﾞｰﾀ



生成AIによるサプライチェンの支援
個別プロセスの支援でなく、全体支援＝全体最適化が可能に！

営業支援（顧客課題調査、ﾀｰｹﾞｯﾄ設定）、

ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ支援、受注管理支援

出荷ｽｹｼﾞｭﾙ作製支援、輸送ﾓｰﾄﾞとﾙｰﾄ決定支援

必用資材見積もり支援、
発注先選定支援、調達スケジュリング支援

生産ｽｹｼﾞｭﾘﾝｸﾞ支援、製造プロセ
ス管理、品質管理支援

在庫管理支援、配送業者
手配支援、顧客配送支援

宣伝支援、
販売ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ支援

調達実績データ、
欠品データ

出荷実績、
動向

製造・改善ﾃﾞｰﾀ

在庫データ、輸送データ

VoC,
ｸﾚｰﾑﾃﾞｰﾀ

VoC
景気動向



もの・ことづくりにおける
エンジニアリングチェーンとサプライチェーン
～個別ﾌﾟﾛｾｽの支援でなく、全体支援＝全体最適化が可能に～

引合
企画

仕様
生産計画
工程設計

製造 運用 保守

事業軸

調達計画

出荷計画

流通

販売

受注
販売計画

設計

製品軸

エンジニアリングチェーン

サプライチェーン

この統合支援
全体最適を可能に



ロボットの２つの流れ
生成AIが加速する

道具
からくり

装置

市場
一般人

産ロボ

協働ロボ
コ・ロボット

身の丈装置
身の丈からくり

身の丈ロボット

協働ロボットRaaS

ＲａａＳ（Ｒｏｂｏｔ Ａｓ Ａ
Ｓｅｒｖice）：人やモノを
対象とした移動･対
話･作業などを実施す
るロボットとその使い
こなしｻｰﾋﾞｽを提供す
る産業。

様々なﾏﾆﾋﾟｭ
ﾚｰｼｮﾝ作業の
・ﾉｳﾊｳ蓄積、
・前後裁き統
合ｿﾘｭｰｼｮﾝ

ものづくりにおける、高精度、
高技能、高信頼性が生命線
＝独自の形と動きが必須

技能
職人

世の中の人工物は

人のために作られている
＝人型ロボットが扱える

ﾛﾎﾞｯﾄEC

ﾛﾎﾞｯﾄｺﾝﾃﾝﾂ



データ活用委員会の活動整理と今後の方向性
【これまでの活動整理】
・1)ﾊﾞﾘｭｰﾁｪｰﾝ・ｴｺｼｽﾃﾑのありかた：
：自動化・ﾎﾞｯﾄ化のe-ﾓｰﾙ

・2)生成AI/AIｴｰｼﾞｪﾝﾄによるｻﾌﾟﾗｲ側および
デマンド側（自動化・ﾛﾎﾞｯﾄﾕｰｻﾞ側）支援）

：膨大柔軟知識集積+高度検索ﾂｰﾙ、SIﾂｰﾙ、ﾐｯｼｮﾝ全体最適支援ﾂｰﾙ
・3)ソブリンAI戦略と産業コンテンツ海外輸出
：日本式現場ｺﾝﾃﾝﾂ産業と世界ﾋﾞｼﾞﾈｽ

【これからの方向性（議論）】
・Step1)自動化ﾛﾎﾞｯﾄ化eモールのありかた
Step2)ｿﾌﾞﾘﾝ生成AI/AIｴｰｼﾞｪﾝﾄの活用（データ大国日本の活かし方）

Step3) 産業ｺﾝﾃﾝﾂの創出・国内展開・海外展開



ソブリン戦略

●データ・処理戦略････現場ﾃﾞｰﾀ商材戦略
（ｵﾝﾌﾟﾛﾐｽ戦略）

●活動・ｼｽﾃﾑ戦略････現場価値創出ｼｽﾃﾑ戦略
（汎用高精度ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ戦略）

●人材育成戦略･･ ････現場人材育成戦略
（ﾗｲﾄブルｶﾗｰ ﾋﾞﾘｵﾈｱ戦略）



【ソブリンAI】
各国の法律や業界の規制に準拠しつつ、データ主権を確保することを目的と
したAIサービス。

【ソブリンAIの効用】
ソブリンAIによれば、企業や公共機関は、自国の法律や各々の業界規制に

準拠しながら、データの所在地や管理を主体的かつ機密性やプライバシーを
確保しながら、様々なAI機能が実現できる。

【ソブリン（主権）の対象】
具体的には、データ主権、価値創出運用主権、システム主権、ユーザ主権、

技術主権の５つの視点を、ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ盤上の独立性と自主性を確保しながら実
現することが重要である。

ﾃﾞｰﾀ・処理
主権

価値創出
ｼｽﾃﾑ主権

ﾕｰｻﾞｰ 主権（人材育成）

ソブリンAI



User Sovereign 
Ａｃｔｉｖｉｔｉｅｓ

ソブリンAIプラットフォーム
とその活用ﾂｰﾙ

様々な個々の要求に関する対応
性能評価
下記情報基盤上でのｿﾌﾞﾘﾝﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑの構築
チューニング
性能評価
NVIDIA搭載PC上のＯｐｅｎＬＬＭシステムの構築

自治体への調査報告（含む） Light BlueColour Billionare）
調査報告資料作成システム
調査報告資料作成ﾂｰﾙ

クロードGitHubによる構築システム（投資効果（ROI）施策研修）
リサーチ支援、商談指導支援、プレゼン支援、濱谷研修支援

営業ｾｰﾙｽﾄｰｸﾂｰﾙ：仕分け、計算書、 Gitﾊﾌﾞﾌﾟﾛﾝﾌﾟﾄ

動画およびパワーポイントの生成支援
音楽生成支援ﾂｰﾙ
絵・図の生成支援ﾂｰﾙ

ソブリン」AI活用

ﾃﾞｰﾀ・処理
主権

価値創出
ｼｽﾃﾑ主権

ﾕｰｻﾞｰ 主権

会社ｿﾌﾞﾘﾝ
AIPF

ｿﾌﾞﾘﾝｵｰﾌﾟﾝｿｰｽ
LLM

NVIDIA搭載
PC

社会価値創出
支援ﾂｰﾙ

会社価値創出
支援ﾂｰﾙ

人育成ﾂｰﾙ

インストレーション
NVISIAチップ搭載PCの構築
仕様決定

3月17日（火）10:00-12:00
濱谷充信

生成AIとの付き合い11,000時間
（RAG,Co-work,、女性工場）

佐藤知正
生成AIを用いたﾐｯｼｮﾝ駆動の学び

Value－ｃｒｅａｔｉｏｎ
Activities 

&Ｓｙｓｔｅｍs

ソブリンプラットフォーム：各国の法
律や業界の規制に準拠しつつ、
データ主権を確保することを目的と
したクラウドサービスのPF。

これにより企業や公共機関は、自
国の法律や各々の業界規制に準拠
しながら、データの所在地や管理を
主体的かつ機密性やプライバシーを
確保しながら実現できる。

具体的には、データ主権、価値創
出運用主権、システム主権、ユーザ
主権、技術主権の５つの視点を、ﾃﾞｨ
ｼﾞﾀﾙ盤上の独立性と自主性を確保
しながら実現することが重要である。

On-site Data
Sovereign 
Processing

③

ピアノ弾き語り（Local動画生成、生徒・先生の伴走製作（作品））
RAG応用ﾂｰﾙ
（米価）予測システム）５０９０、AI解釈【儲かるLLM】

社会内個人
適合支援ﾂｰﾙ

チーム内個人
適合支援ﾂｰﾙ

個人適合
支援ﾂｰﾙ

特技をもった人材育成（みた学園）遊んでもらいながら学ぶ
ｵｰﾌﾟﾝスクール、情報科学教員免許（今年から）
英検の個人適合教材

高校生向け 特技を持った人育成ﾂｰﾙ
魯山人ｼｽﾃﾑ
NoteBookLMの修正ﾂｰﾙ

①RAG
LLMサーバー

②営業と③株の
予測ｼｽﾃﾑ

③ﾐｯｼｮﾝﾄﾞﾘﾌﾞﾝな学び



総括 ソブリン戦略
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●人材育成戦略･･ ････現場人材育成戦略
（ﾗｲﾄブルｶﾗｰ ﾋﾞﾘｵﾈｱ戦略）
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第３回 ロボットイノベーションピッチの
ご案内

2025年度の結論
【ﾃﾞｰﾀ活用 統合知活用への展開】

【データ戦略】
●１【ｵｰﾌﾟﾝ戦略】●ﾃﾞｰﾀ収集が可能な業界向け
※自動化、ﾛﾎﾞｯﾄ化事例を宣伝したい会社や組織体
機構部品会社、ｱｸﾁｭｴｰﾀ会社、工作機械会社、
モノづくりを顧客としている会社、設備商社
金融会社（含む地方銀行）、保険会社
各種業界団体（含む学会）
強み分析をさせてもらい、そのデータから、
自社および顧客企業に付加価値を創出してもらう
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第３回 ロボットイノベーションピッチの
ご案内データ活用委員会2023,2024年度の結論

【これまでの成果】
●2023年度【ﾛﾎﾞﾌﾚ分析 ﾛﾎﾞﾌﾚ強み分析委員会へ】

ﾛﾎﾞﾌﾚ分析は、その会社や組織の強みの統合分析である
＝3軸(環境,ｼｽﾃﾑ,人間)×3段（Why,How,What）の統合分析
●2024年度【ﾛﾎﾞﾌﾚ強み分析 生成AIﾃﾞｰﾀ活用委員会へ】

会社や組織の強み分析結果を文章としてのまとめは、
生成AIにとって、非常に有効なデータ供給源となる
＝論理関係を保持した統合知識は、生成AIへの恰好のお供え
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第３回 ロボットイノベーションピッチの
ご案内

2025年度の結論
【ﾃﾞｰﾀ活用 統合知活用への展開】

【データ戦略】
●２ 【ｵﾝﾌﾟﾚﾐｽ戦略】 ●データ収集が困難な業界向け
※ものづくり会社にとって、現場の製造ノウハウデータは競争力の源泉

出したくないし、出さなことが戦略上重要
データは、現場においたままとし、現場にいる人がそのデータから
付加価値を創出し、商材として販売してもらう。
ユーザ（顧客）は、その商材を購入することによって
現場デーｱtに触れることなく、そのご利益にあずかれる。

これらの現場ﾃﾞｰﾀを活かす“ミッション駆動型の活用が、
あたらな時代を形成する。
＝ミッション駆動型ソブリン“フィジカルAIエージェント”時代へ



ﾃﾞｰﾀの扱い時の留意点＜ｵﾝﾌﾟﾚﾃﾞｰﾀ戦略＞

A.データは、大事なノウハウを含んでいるので、
外部には出したくない

データは、末端の会社においたままとする（ｵﾝﾌﾟﾚﾐｽ）
B.ただ、現場にはデータ処理に精通した人が

必ずしも沢山いる訳ではない
現場ﾃﾞｰﾀ活用ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑを構築する（ｿﾌﾞﾘﾝ基盤）

Ｃ.それにより付加価値を創出し、それを商材として販売
改善によりやりかたが、常時変化するので、

ボトムアップ改善アプローチをとる
D.この商材を購入することで、ユーザは、ﾃﾞｰﾀ活用による
価値創出を享受する



ﾉｳﾊｳﾃﾞｰﾀは、
末端各社に置く

業界データ
基準・標準
改善」ﾃﾞｰﾀ

生成AIによる現場ﾃﾞｰﾀの有効活用ｽｷｰﾏ

隠れ現場ﾃﾞｰﾀ活用強化
PF＝Store

現場データ例
ノウハウ、メンテナンス
事故事例、クレーム対応
ﾛﾎﾞｯﾄ動作ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ、工場デーﾀ

ﾕｰｻﾞ
（末端各社）
【現場技術】
製造業,SIer,
物流,食品
農業

ﾃﾞｰﾀ
有効利用

現場ﾃﾞｰﾀ活用

ﾃﾞｰﾀの換金

ﾃﾞｰﾀは現場においたまま、生成AIを介して使えるようにする
多数のきめ細かな“データ活用法”の改善集積が必須

日本は、
ものづくりﾃﾞｰﾀ
きめこまかﾃﾞｰﾀ
の宝庫:ﾃﾞｰﾀ大国

＝隠れ現場ﾃﾞｰﾀ
の顕在化活用

強化PFの構築
【AI技術】
IT事業者,CADﾒｰｶｰ,学
【＋業界知識】協会、大企業

換金例
製品,ｼｽﾃﾑ,
ｿﾌﾄｳｴｱ,
コンサル
データ

AI基盤ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ
国産AI国産基盤PF構築
ｿﾌﾄｳｴｱ会社、スタートアップ



末端社（Skillﾃﾞｰﾀ）

生成AIによる現場データ有効活用スキーマ
～データ戦略×流通基盤～

隠れ現場Skillﾃﾞｰﾀ
活用業界PF

国産AI基盤ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ

Robotを働かせるMall

Skill活用PF

末端社（Skillﾃﾞｰﾀ）

末端社（Skillﾃﾞｰﾀ）

末端社（Skillﾃﾞｰﾀ）

末端社（Skillﾃﾞｰﾀ）

SIer

ﾌﾘｰﾀｰ

駆動装
置会社

加工機
械会社

末端社（Skillﾃﾞｰﾀ）

ﾛﾎﾞｯﾄ
ﾒｰｶｰ

Skill活用Shop BtoB顧客BtoC顧客

ｽﾀｰﾄ
ｱｯﾌﾟ

ﾌﾘｰﾀｰ

SIer

家
庭
の
人

Skill活用PF

2026年2月16日Sato



従事者
SI事業者 医者

大企業の
生産技術部 生産、ｻｰﾋﾞｽ管理者 看護師･PT･OT ｹｱﾏﾈ

ロボット
操作者

大企業
SI部隊

ものづくり中小
SIer

個品生産システム構築技術、
価値創造技術、素人でも使え
る作業改善技術←生成AI活用

現場

協働ﾛﾎﾞｯﾄ産業ﾛﾎﾞｯﾄ 店舗・建設・
農水ロボット

医療・福祉ﾛﾎﾞｯﾄ 家庭ﾛﾎﾞｯﾄ

自動運転自動車ロボット
ドローン

物流倉庫
ロボット

生産
従業員

現場
技術者

ﾊﾟｰﾄ 高齢者、住民 家族従事者 患者

新しいSIer 銀行･保険
ﾚﾝﾀﾙ事業者し

商社 ﾍﾙｽケア事業者業界ｻ-ﾋﾞｽ事業者

きめ細かなﾛﾎﾞｯﾄ使いこなしが拓くﾛﾎﾞｯﾄｺﾝﾃﾝﾂ産業と世界貢献

社会実装技術、ロボット使いこなしSIer技術（含むﾛﾎﾞﾌ
ﾚ技術）、Robot Value Chainの構築とそのノウハウの蓄
積活用技術←生成AI活用

産業ロボット サービスロボット

Web事業者

道路 地域空間

くらしづくり

製
造
大
企
業

中
堅
企
業

中
小
企
業

三
品
企
業

家
庭

ｸ
ﾞﾙ
ｰ
ﾌ
ﾟﾎ
ｰ
ﾑ

介
護
施
設

店
舗

一
次
産
業

病
院

ﾍ
ﾞﾝ
ﾁ
ｬ

企
業

物
流
企
業

建
設
産
業

工場

な り わ い づ く り

環境
づくり

ロボット
システム

づくり

ドローン

人づくり

ロボット

ＳＩｅｒ

医療・福祉従事者支援
対象者のQoL向上

生活支援
Well-being

効用 省人化、省力化、
高効率化、高品質 従事者支援、利便性向上

啓発

研究
教育

日本式安全安心社会づくり日本式ものづくり現場づくり

＋ ＝ まちづくり

＋ ＝
コ・ロボット

づくり
←生成AI

＋ ＝
日本式

現場輸出

１

２

３
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産業に役立つ生成A具備ロボットシステム実現法（ｱｰｷﾃｸﾁｬ）

NN

NN

DB MB

NN特化タイプ

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞﾀｲﾌﾟ

ﾃﾞｰﾀ活用ﾀｲﾌﾟ
RB:Rule Base

DB: DataBase
MB: Model Base

長
期
的
視
点
で
実
現

近
い
将
来
に
実
現

下位層・川下：高精度講師成清ﾛﾎﾞｯﾄ動作

人を知る
基礎研究

役に立つ
実用研究

上位層・川上：汎用性

RB

中間表現で結合

多様な現場要求 高信頼作業実施

人をめざす生成A具備ロボットシステム実現法（ｱｰｷﾃｸﾁｬ）

学術研究として重要（文科省）

応用研究として重要（経産省）

現場知

Kenのいう GOFE（Good Old Fashioned Engineering）との混成システム



滝口様 定点観測2025年スライドから

コーディネータを狙ったｽﾀｰﾄｱｯﾌﾟ



●生成AIのﾛﾎﾞｯﾄへの活用に期待が集まっている
➨ﾋｭｰﾏﾉｲﾄﾞ、４足ロボットがブームに

生成AIの登場とﾋｭｰﾏﾉｲﾄﾞ

2025年日経新聞 ｴﾇﾋﾞﾃﾞｱ
ヒューマノイドは、数年間で
数百万台に
日本の課題：ﾋｭｰﾏﾉｲﾄﾞﾛﾎﾞｯﾄ
では、周回遅れに！
後追い×、待ち伏せ◎

佐藤のイメージ： 工場では、ﾋｭｰﾏﾉｲﾄﾞﾛﾎﾞｯﾄ（ﾗﾌな作業）が、（タフな作業を
する）産ﾛﾎﾞや機械を扱い、人は自宅から遠隔操業する

家庭では、ﾋｭｰﾏﾉｲﾄﾞﾛﾎﾞｯﾄが、食材キットを有名シェフの
味付けコンテンツ（￥200）で料理する。その際、ロボット家
電（ロボットのために働く家電、例えば冷凍パウチｵｰﾌﾟﾅｰ
が利用される）。食事後は食器を食洗機に入れてくれる。

ﾛﾎﾞｯﾄは、ｺﾝﾃﾝﾂ
産業として育ち、
21世紀は、ﾛﾎﾞｯﾄ
の世紀となる。



生
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ル
３
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１
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プ
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ム
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護
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院

家
庭
ｎ

シ
ョ
ッ
プ

PL

マーケットプレース
＆ショップチーム

技術ステアリングボード 主査

コ・ロボットｼｽﾃﾑ
開発チーム

①産業コ・ロボット
②MMコ・ロボット
③デリバリコ・ロボット

④新型コ・ロボット

コ・ロボットシステムの社会実装現場

オープンソース
ソフトウエアチーム

町
工
場
１

町
工
場
ｎ

････････

････････

････････

CSE

RT、IE

OSS

①

②

③

④

●● ● ●

●●●

●●

●● ●● ●● ●●

●●

●

1)生産システム分析
2)環境整備･周辺機製造
3)ラインの構築

1)好事例例示・分析
2)体系化・集積
3)活用支援

（ユーザ）

（企業体ネットワーク）

多種小変量生産コ・ロボットやオープ
ンソースソフトを供給されたシステム
構築企業が、中小規模工場のコ・ロ
ボット化を推進する

あるべきライフスタイルの提示と
それを実現するコ・ロボットや
サービスの決定実施を支援する
事業者ネットワークが生活を革
新する

第３セクタ
Robot Hub

企業
Robot Hub

官民ﾊﾟｰﾄﾅ
Robot Hub  

業界
Robot Hub    

OSSチーム
基盤ソフト

ﾛﾎﾞｯﾄﾒｰｶ
DIYﾛﾎﾞｯﾄ
ﾛﾎﾞｯﾄｺﾝﾃﾝﾂ

長期社会実験からの社会実装
ﾛﾎﾞｯﾄEC

ｺ･ﾛﾎﾞｯﾄ：人間との協働機能を深化させた
ロボットの進化系日本式ロボット作業現場輸出

AIを具備したコ・ロボット/新型コ・ﾛﾎﾞｯﾄ社会実装プログラム

AI・データ活用チーム

ﾌｨｼﾞｶﾙAI
ﾁｰﾑ

１

２

３
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エージェンシ―（OECD教育）

OECDのラーニング・コンパス※：OECD が提示した『未来に向けての望ましい
未来像を描いた、進化し続ける学習の枠組み』
●自分の人生と周りの世界に対して良い影響を与えることのできる能力等である
「生徒エージェン シー」と、
●それを社会的な文脈の中で学び、育み、発揮する
「社会エージェンシー」を中心とする概念
※OECD Future of Education and Skills 2030プロジェクト

「自ら考え、主体的に行動して、責任をもって社会変革
を実現していく姿勢・意欲」のこと（文科省）

●自主性●主体性●責任●自己効力●社会変革実現
●信頼●貢献 ●社会実装受容



大事なのは ＜現在の汎用能力＞と
＜現在の教養(社会経済の知識と英語）＞

【高専教育は職場学習と地続きになっている！】

Ｂｒ

年収
職位

満足度

卒業時汎用能力

現在 汎用能力

現在 社会経済知識

現在 英語力

何が年収、職位、満足度に結びつくのか？

･新たなアイデアや解決策を導き出せる力
･実験から問題の本質をつかむ力
･自分で考えながらものづくりする力
･協働する力
･プレゼンテーション力

学歴社会から、学習歴社会へ
矢野眞和先生

●自主性●主体性●責任●自己効力●社会変革実現
●信頼●貢献 ●社会実装受容

これだけではない！
これからのAI？ここが人の役割

汎用能力とは？
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社会実装ﾏﾄﾘｸｽ活動の知見、手法（社会実装学）

I)実験室段階

II)社会実験段階

III)商品化段階

IV)産業化段階

●コンセプチャルデザイン論
●現場ニーズ顕在化手法
●ニーヅ絞り込み手法

●Rapid Prototyping手法
●プラットフォームの構築

●ビッグデータ収集法
●データマイニング法
●プロジェクト評価手法

●安全アセスメント
●本質･機能安全基準
●安全評価法

●ステークホルダ発掘法
●長の賛同獲得手法

●共創啓発手法
●情報共有手法

●社会実験機実現
●安全、ユーザビリティ

●社会実験手法
説明、アンケート手法
実験遂行手法

●社会実験評価手法

●エコシステムデザイン論

●競合優位性評価手法
（技術・ｻｰﾋﾞｽ・ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ）

●社会コスト見える化

●安全･規則ｱｾｽﾒﾝﾄ

●潜在的市場把握手法
●潜在ニーヅ顕在化手法
●コミュニティ構築理論

●試行地域の妥当性評価法
（偏りの排除）

●評価基準妥当性確保

●顧客対応体制構築法
●バリューチエーン活性化手法

（回収も含む）

●部品調達･製造計画法
●初期投資額
●社会４P妥当性評価手法
（Price Product Place：販路
Promotion）

●ロビー活動法

グランド
デザイン

ビジネス
モデル

統合
（連携）

技術
開発

社会
実験

市場
開拓

啓発･
教育

石黒周氏スライド修正研 究

社会
システム

改革

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

潜在市場顕在化
法制度改革

社会実験企画 社会実験法・社
会実験機

社会実験評価と
改良

商品企画
/ビジネスモデル

量販企画/産業ﾓﾃﾞﾙ 量産品開発/量産化

社会受容性/ＥＬＳＩ

宣伝/認証/知財商品開発/試作 生産/ﾏｰｹｯﾃｨﾝｸﾞ

研究企画 実験機試作 性能評価/改良 技術発表/安全確保

産業政策/
法制度改革

量販/業界/ｴｺｼｽﾃﾑ

統合的一体的な社会実装活動･社会実装教育

●市場発掘:

●商品ﾎﾟｼﾞｼｮﾆﾝｸﾞ:

●ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ
●社会４P妥当性評価

技
術
づ
く
り

事
業･

社
会
づ
く
り



生成AIを使った Mission Driven Learning
従来の学び

ミッション駆動活動の学び

基礎として、手法を学ぶ 応用として、
課題解決を学ぶ

体験に照らして手法を
学ぶ（基礎の学び）

応用の学びを先行させる
（課題解決体験による学び）

生成AI支援 生成AI支援

座学体験学習

座学 体験学習

応用を通して
新しい知識を獲得する

応用を通して
新しい知識を獲得

生成AI支援

新知識獲得

新知識獲得



生成AIを使った Mission Driven Learning
ミッション駆動活動とそれからの学び

体験に照らして手法を
学ぶ（基礎の学び）

応用の学びを先行させる
（課題解決体験による学び）

生成AI支援 生成AI支援

座学体験学習

応用を通して
新しい知識を獲得

新知識獲得

生成AI支援

活動中の知識獲得
と

既存知識への組み込み

ﾐｯｼｮﾝ達成活動中の
1)Planの支援
2)Doの拡張提案
3)Checkの比較支援
4)Ａｃｔｉｏnの実行支援

個人のﾍﾟｰｽ
に合わせた

個人適合の学び

生成AIのMyPFが講義・活動ノート

学歴社会から学習歴社会へ
矢野眞和先生



生成AI時代の 失業する人、活躍する人

Light-Blue Color Ｂｉｌｌｉoｎａｒｅ
現場に寄り添って価値創出できる人
☚自分の手・足・頭で考え行動できる人

失業するホワイトカラー ブルーカラービリオネア←AIｴｰｼﾞｪﾝﾄ→

×仕様書どおりにﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを作る人 ×仕様書どおりに作業する人



生成AIｴｰｼﾞｪﾝﾄを使ったﾐｯｼｮﾝﾄﾞﾘﾌﾞﾝな活動
総合知（学問体系＋現場知）

活動中の知識獲得
と

既存知識への組み込み

ﾐｯｼｮﾝ達成活動中の
1)Planの支援
2)Doの拡張提案
3)Checkの比較支援
4)Ａｃｔｉｏnの実行支援

個人のﾍﾟｰｽ
に合わせた

個人適合の学び

生成AIのMyPFが講義・活動ノート

体験に照らして知を
体系化する

（含む基礎の学び）

現場での学びを先行させる
（課題解決体験による学び）

AIｴｰｼﾞｪﾝﾄ支援

座学体験学習

応用を通して
新しい知識を獲得

新現場知獲得

AIｴｰｼﾞｪﾝﾄ支援AIｴｰｼﾞｪﾝﾄ支援

意欲 効力感 成長
好き/
得意

汎用作業SI 高信頼作業ﾛﾎﾞｯﾄDIYﾛﾎﾞｯﾄ ﾛﾎﾞｯﾄｺﾝﾃﾝﾂ

学習歴社会



日本式現場輸出



高齢化と人口減が進む日本では、ﾛﾎﾞｯﾄの働きが不可欠に

人手不足←【高齢化】 【人口減】
●いい人手不足 仕事＞人手
●業界危機人手不足
●社会存続危機の人手不足

社会を維持するエッセン
ｼｬﾙﾜｰｶｰ確保が困難な時代

働き手超不足時代
世界的・歴史的に前例がない
日本は先進国

チャンス

ロボットの活用がキー

生成AI➨フィジカルAI

2080年からは全世界で。

26％減



予測GDPの世界順位の変遷。ゲームe-sports世代に期待
日本は、何かを輸出しな
ければ生きていけない

ロボットを働かせる産業を輸出する

世界中のﾛﾎﾞｯﾄを日本から操る

日本式現場輸出（高精度高信頼、安全安心）

e-Sports
Games e-Operation

コ・ロボット



2021年 東京オリンピック/パラリンピック

2025年 団塊の世代が後期高齢期へ

２０１４年 ロボット革命スタート

技術立国 日本 ～何を輸出するか？～

2040年 ﾛﾎﾞｯﾄ化生産と生活現場
輸出の時代

ロボット活用先進地域構築

ロボットValue Chain
産業確立とその輸出

1980年～ モノ輸出の時代（メカトロ製品）

20１0年～ インフラ輸出の時代

ロボット活用先進の全国展開

●日本式ものつくり現場輸出
☚日本式ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙﾛﾎﾞｯﾄ化ものづくり

●日本式安全･安心社会輸出
☚ロボット化安心社会輸出

Withコロナサプライ
チェーン：
地産地消、分散化

古いインフラから
新しいｲﾝﾌﾗへ

（例 MaaS）



熟成技術
日本式

現場輸出
ﾊｰﾄﾞｳｴｱ

ｿﾌﾄｳｴｱ

世界からの還流

ｺﾝﾃﾝﾂｳｴｱ

日本式現場輸出に携わ
ることは、
世界の顧客を知り、世
界のﾃﾞｰﾀを握り、それを
もとにさらにｺﾝﾃﾝﾂ化し
価値創出し続けるしか
けとしても重要である。

投資

課
題
解
決
（
ソ
ル
ー
シ
ョ
ン
）

も
の
＋
こ
と

づ
く
り

ﾜｰｸｳｴｱ

日本式現場輸出パッケージの構成要素
（コンテンツ産業）

日本式現場輸出の商材
日本を常に世界のリーダたらしめるために、
世界の現場をその国と日本との協調で実現



世界成長点へ

成熟先進国へ

世界成長点へ

成熟先進国へ

地産地消ロボットワーク産業の現場輸出
★日本式ものづくり現場輸出（Re-Distributed One-Off Manufacturing）

★日本の安全安心社会サービス現場輸出（Re-Distributed Servicing）
☜現地ﾊﾟｰﾄﾅとのロボットを働かせるﾛﾎﾞｯﾄﾜｰｸ現場構築と、日本の技術熟成力（きめ細か価値創出と改善活動

を基本とした遠隔操業）との協業 今、アメリアで起きていること
製造業での日本や中国の席巻
ラストベルト票田重要(接戦時)
勝ち組、負け組の格差拡大
日本も30年遅れで後を追う

望ましい世界新秩序（PWW2）
1，2，3次と防衛産業の現地化
日本式ものづくり現場輸出
日本の安全安心社会ｻｰﾋﾞｽ輸出
武力軍事力資金力侵略の終焉

共通価値・改善文化力の
招聘対応ﾈｯﾄﾜｰｸ輸出

2025年4月12日佐藤 知正



21世紀は、ロボットの世紀

20世紀は、自動車。

人が、私設秘書、
召使い、さらに友
達、ペットとして使
え、有能で主人に
忠実なロボット

人に仕える機械
（存在）としての
ロボット

＝21cRobot

21世紀は、ロボット。

自動車は、それを
買えるだけの収入
があれば、誰でも
が個人でもちたい
と望む機械。
自動車関連就業
者数は、全就業者
数の１割にもなる。

1986年12月



e-Sports
Games

ｺ・ﾛﾎﾞｯﾄの世界

ｱﾊﾞﾀｰの世界

Games, e-Spots世代とロボットを働かせる世界
日本は若い人材大国

画
面
の
向
こ
う
に
あ
る
世
界

キャラク
ター/グラ
フィックス

実世界



データ活用委員会の活動整理と今後の方向性
【これまでの活動整理】
・1)ﾊﾞﾘｭｰﾁｪｰﾝ・ｴｺｼｽﾃﾑのありかた：
：自動化・ﾎﾞｯﾄ化のe-ﾓｰﾙ

・2)生成AI/AIｴｰｼﾞｪﾝﾄによるｻﾌﾟﾗｲ側および
デマンド側（自動化・ﾛﾎﾞｯﾄﾕｰｻﾞ側）支援）

：膨大柔軟知識集積+高度検索ﾂｰﾙ、SIﾂｰﾙ、ﾐｯｼｮﾝ全体最適支援ﾂｰﾙ
・3)ソブリンAI戦略と産業コンテンツ海外輸出
：日本式現場ｺﾝﾃﾝﾂ産業と世界ﾋﾞｼﾞﾈｽ

【これからの方向性（議論）】
・Step1)自動化ﾛﾎﾞｯﾄ化eモールのありかた
Step2)ｿﾌﾞﾘﾝ生成AI/AIｴｰｼﾞｪﾝﾄの活用（データ大国日本の活かし方）

Step3) 産業ｺﾝﾃﾝﾂの創出・国内展開・海外展開
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データ活用委員会の活動整理と今後の方向性
2026年4月14日（火）ﾃﾞｰﾀ活用委員会2025年度最終会10:00-12:00

6/10（事例班）第１回ﾄｯﾊﾟﾝ川端新伍【現場を良く知るｴﾝｼﾞﾆｱがAI活用暗黙知の伝承に挑戦】
7/8（事例班）第２回相模原市平本健悟【幅広い施策に裏打ちされたﾛﾎﾞｯﾄ先進地域への道】
8/26（事例班）第３回三明機工／ＳＩｅｒ協会_久保田和雄【ニッポンの先進ＳＩｅｒへの道】
9/16（事例班）第４回_SMC高須大輔_協働ロボット導入_【多品種少量生産自動化の取組】
10/7（生成AI班）第５回 福知山公立大学西田西田豊明副学長_【生成AIと歩んだDXの１年】
11/18（事例班）戸田建設黒瀬義機【ロボットフレンドリービルディングデザイン】
12/16（生成AI班）原原田研介田【中間表現を用いた生成AIによるロボット運動制御】

川村貞夫【事業化を目的とした生成AI利用の産業用ﾛﾎﾞｯﾄ運動制御_】
1/13 （事例班）北九州市森永康裕【北九州市のロボット産業振興について】
2/10（事例班）眞喜志治【沖縄高専における学びの高度化に向けて(ちょっとしたﾁｬﾚﾝｼﾞを添えて)】
3/17 （生成AI班）デジタルｻﾎﾟｰﾄ濱谷様・佐藤_AIエージェント_【ミッション駆動型ｿﾌﾞﾘﾝAI戦略

～43兆円資産を消滅させたClaude coworkのﾃﾞﾓﾝｽﾄﾚｰｼｮﾝと
現場ﾃﾞｰﾀと現場ﾜｰｸ統合型日本式Light-Blue-Color-Billionare輩出～】

4/14予定（生成AI班）佐藤知正【これまでの活動総括と日本の強みを活かすﾌｨｼﾞｶﾙAI戦略】

【ﾃﾞｰﾀ活用委員会のねらい】ﾃﾞｰﾀを活用することによる産業における付加価値創出“を念頭に、生成AI/AIｴｰｼﾞｪ
ﾝﾄにおけるﾃﾞｰﾀ活用法を追求する。具体的には、自動化・ﾛﾎﾞｯﾄ化を推進し、省力化や生産性向上を可能にする
ﾃﾞｰﾀ収集法（事例班）やデータ活用・運用法（生成AI班）を明らかにする。本年年度実施委員会を下記に示す。

委員⾧ 佐藤知正
副委員⾧ 谷川民生
事務局 西垣戸貴臣

【概要】これまで３年間の委員会活動を整理し、議論することで今後の活動の方向付けをした。
これまでの活動を、 1)ﾊﾞﾘｭｰﾁｪｰﾝ・ｴｺｼｽﾃﾑのありかた、2)生成AIやAIｴｰｼﾞｪﾝﾄによるｻﾌﾟﾗｲ
側およびデマンド側（自動化・ﾛﾎﾞｯﾄﾕｰｻﾞ側支援、3)ｿﾌﾞﾘﾝ戦略によるｺﾝﾃﾝﾂ産業としての確立
と海外展開にわけて整理し、そのうえで、今後の本委員会の方向性を、参加者で議論した。

本回
引用


